
１日、京都府に要請する「府民の会」森下

共同代表 

 ７月１日、『京都に米軍基地いらない府民の会』

は、京丹後市長、並びに京都府知事に対し、「住民の

安全・安心を脅かす米軍基地の設置に反対すること」

を求める要請書を提出しました。京丹後市長に対する

要請には、『丹後連絡会』からも１８人が参加しまし

た。要請署名（第一次分）は、京丹後市５，７２３

筆，京都府３，７００筆を提出しました。 

 京丹後市の申し入れでは、副市長・担当課長が対

応。やりとりでは、「市長は悩まれている。住民の

安全・安心が大前提。しかし、国防上の問題があ

り、『条件を付けながら見据えていく』（市議会で

の市長答弁）となっている。」「女性の声や景観問

題もある。環境アセスについても、府参与会がどう

いう回答をされているのかも聞き、調整したい。」

と答えました。 

 京都府の申し入れでは、総務調整課長及び参事が対

応。やりとりの中では、「米国防省が定めた『ＪＥＧ

Ｓ』（日本環境管理基準）からみても、経ヶ岬には基

地が設置できないのではないか？」「鳥が近づかない

のでは？」、「６㎞内飛行禁止の根拠は？」「米国に

要請しても、実施される保証はないのでは？」など質

しました。府当局は「関連する問題は次回の参与会で

も聞きたい」「防衛局から３回目の回答があった。地

元住民の安全・安心が大切。環境アセスについては上

に伝える。」と述べました。 

 
  ７月３日には、「府民の会」は、宮津市、与謝野

町、伊根町にも、同様の申し入れを行いました。 

 ７月２日、「府民の会」は、四条烏丸で署名

宣伝行動を行いました。「故郷が丹後です」と

署名に応じていただいた方もありました。 

１日、京丹後市に要請する「丹後連絡会」と「府民の会」の代表 



 『京都に米軍基地いらない府民の会』は、パンフレッ

ト「Ｘバンドレーダーってなに？ なんで米軍が丹後に

やってくる」を作成しました。 

 これは、府民の会の結成集会での東奥日報記者の斉藤

光政氏の講演記録です。 

 Ｘバンドレーダーを米軍がはじめて日本に設置したの

は青森県つがる市・車力でした。そのため、斉藤氏は青

森県の地方紙である東奥日報の記者として、その役割な

どについて長年にわたって取材をしてこられました。講

演の記録とともに、関連する若干の資料も添付しまし

た。 

 京都に米軍基地を設置させないとりくみをいっそう強

化するために、多くのみなさんのご購読・ご活用をお願

いします。 
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   電話 075-801-2308 FAX075-812-4149 メール m-tsuji@labor.or.ip 

 ６月17日の「京都三条ラジオカフェ」に府民の会・戸田事

務局長と丹後の宮津・日置出身の鍼灸師・江上さん、「米軍

基地建設を憂う宇川有志の会」の永井さん（電話でのインタ

ビュー）が出演しました。「寝耳に水」の経ヶ岬への米軍

レーダー基地計画からはじまり、Ｘバンドレーダーとは、説

明会での自衛隊の対応、地元のみなさんの協力で500人もの

方が集まり成功させた「６．15集会」のとりくみなど、縦横

無尽にインタビューに答えられています。 

 

 ●「京都三条ラジオカフェ・おはようさんどす」（ＨＰ）   

     で聞くことができます。 

「京都三条ラジオカフェ」ＨＰより 


